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国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 

「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」に基づく研

究の情報公開文書 
 
l 研究課題名 

 脳梗塞細胞治療に向けた臍帯血細胞の性状分析（成人末梢血細胞との比較） 

 

l 研究責任者（所属・役職） 

安居 輝人（感染症制御プロジェクト・プロジェクトリーダー） 

 

l 他の共同研究機関及び各研究機関の研究責任者 

 研究の主導: 日本赤十字社（保井一太） 

 共同研究機関: 神戸医療産業都市推進機構・先端医療研究センター（田口 明彦） 

 臍帯血、献血血液サンプル：日本赤十字社 

 

l 本研究の目的 

 日本赤十字社では臍帯血バンクを設置し、移植用臍帯血の調製、検査、保存、提供を行っ

ています。現在、細胞数不足の臍帯血は、バンクに届いた後に廃棄されており、この移植用

に利用されない臍帯血を有効利用することは、採取施設の日々の努力や臍帯血提供者の善

意に報いることにもなり、非常に重要です。 

これまで、臍帯血を用いた脳梗塞治療において造血幹・前駆細胞は治療効果を有する細胞

集団と考えられています。しかしながら、本当に有効な細胞集団や有効成分についてはまだ

わかっていません。そこで本研究では、臍帯血の特性を研究します。特に、血管修復能が高

い臍帯血と低いものを比較し、それを規定する因子の同定を行います。この研究により、脳

梗塞治療に有効な臍帯血の製剤化が可能となり、新たな医療として大きく発展することを期

待しています。 

 

l 研究実施期間 

承認日より２０２４年３月３１日 

 

l 研究の方法 

・ 研究対象者： 

臍帯血提供者 
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献血者 

 

・ 試料・情報の項目： 

試料：臍帯血（細胞数不足により廃棄される臍帯血） ・情報：臍帯血の採取日、細胞数  

試料：白血球除去フィルター 情報：採血日 

試料：献血血液（献血時、量不足のため製品にならなかった全血） ・情報：採血日 

 

・ 研究方法の概要： 

 十分な説明をしたうえで、自由意思による同意を得た臍帯血提供者の、造血細胞

移植用にならなかった臍帯血、量不足のため製品にならなかった全血、白血球除去フィ

ルターを利用し、脳梗塞治療に有効な細胞群や有効な成分を同定します。 

方法として、臍帯血および成人末梢血から造血幹・前駆細胞（全ての血液細胞を作

る能力のある細胞）を精製します。それぞれの造血幹・前駆細胞で発現している mRNA

（タンパク質の設計図）やタンパク質の量を比較します。特に、成人末梢血や血管修復

能が低い臍帯血の造血幹・前駆細胞と比較して血管修復能が高い臍帯血造血幹・前駆

細胞に多く発現しているものを見つけ出します。次に、そのタンパク質をマーカーとして、

その発現が高い臍帯血と低い臍帯血を共同研究者（神戸先端医療研究センター）が独

自で入手した臍帯血から見つけ出し、それらを脳梗塞モデルマウスに移植し、治療効果

の違いを比較します。 

 

l 試料・情報の提供の有無並びに提供方法 

他機関への試料・情報の提供はありません。 

 

l 個人情報の取り扱い 

本研究では個人情報を取り扱いません。 

 

l 同意の撤回 

・ 臍帯血の提供については、同意書の提出後も健康調査票を返送するまでは、その同意

を撤回することが出来ます、さい帯血バンクまでご連絡ください。 

・ 献血血液の提供については、研究に使用される前であれば同意を撤回できます。日本赤

十字社へご連絡ください。ただし、研究に使用される前であっても、日本赤十字社によって試

料から個人情報が削除された後は撤回できません。 
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l お問い合わせ先 

国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 

感染症制御プロジェクト 

・ 〒567-0085 大阪府茨木市彩都あさぎ 7-6-8 

・ 電話：072-641-9902 

・ E-mail: tyasui@nibiohn.go.jp 

・ 担当者氏名：安居 輝人（プロジェクトリーダー） 


